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大分県立

日田三隈高校

総合学科の改革

「総合学科」本来の理念に
立ち戻り、全指導を通して
「10の力」の育成を実現

◎1９６４年に日田三隈商業高校として開
校。１９８３年に普通科を増設して現校
名に改称し、１９９６年に商業科や家庭
科の科目を充実させた総合学科に改編
した。教育信条を「自立」「実践」「信頼」
とし、高校生の職業観の育成を目指し
たキャリア教育を推進する。生徒の進
路は６割が進学、４割が就職。

４年制大には、京都産業大、近畿大、
尾道大、福岡大、久留米大、中村学園大、
九州産業大、別府大などに計２１人が進
学。短大は２４人、専門学校には６３人が
進学。就職は地元を中心に６６人。

設立

形態

生徒数

０９年度進路実績

1964（昭和39）年

全日制・単位制／総合学科／共学

１学年１６０人

住所
　

電話

Web Site

〒877-0000
大分県日田市大字友田1546-1

0973-23-3130

http://hitamikuma-h.oita-ed.jp/

41
指導変革の

展望成果と課題実践

◎生徒に「10の力」
を付けさせる「Miku
ma PAS System」
を構築。発表する力
など社会で生きる力を
育む

変革のステップ

◎「10の力」が養わ
れ、将来展望を持て
る生徒が増加。しか
し、進学実績は伸び
ず、定員割れを経験

◎キャリア教育と進路
指導が連携できるよう
に校務分掌を再構
成。「30歳のレポート」
などを通じて更なる改
善を模索

　

大
分
県
立
日
田
三
隈
高
校
が
県
下
初
の
総
合
学
科
高

校
と
し
て
再
出
発
し
た
の
は
、１
９
９
６
年
度
の
こ
と
。

以
来
、
総
合
学
科
の
理
念
を
大
切
に
、
教
育
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
髙
木
啓
次
校
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
総
合
学
科
の
基
本
理
念
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況

で
も
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
人
間
性
の
形
成
や
、

個
性
を
生
か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
な

ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
総
合
学
科
の
使
命
と
し
て
不
変

で
あ
り
、
更
に
社
会
の
先
行
き
が
不
透
明
に
な
る
中

で
、ま
す
ま
す
重
要
度
が
増
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　

当
初
、
同
校
が
重
視
し
た
方
針
は
、
生
徒
が
自
ら
選

択
し
て
学
び
を
つ
く
り
上
げ
ら
れ
る
環
境
の
整
備
だ
っ

た
。
総
合
学
科
高
校
の
多
く
は
、
事
実
上
コ
ー
ス
に
よ

っ
て
選
択
科
目
が
限
ら
れ
て
い
る
が
、
同
校
は
必
修
科

目
が
大
半
を
占
め
る
１
年
次
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
科

目
を
自
由
に
選
べ
る
。
総
合
学
科
企
画
推
進
課
主
任
の

宮
脇
和
孝
先
生
は
そ
の
狙
い
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
総
合
学
科
で
は
嫌
で
も
『
教
科
・
科
目
の
選
択
』

を
体
験
し
ま
す
。
生
徒
は
そ
の
時
点
で
、
自
分
で
考

え
る
こ
と
、
将
来
を
見
通
す
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、履
修
自
体
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
希
望
す
る
授
業
を
履
修
で
き
る
こ
と
が
、

生
徒
の
学
習
意
欲
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

　

一
方
で
、
総
合
学
科
な
ら
で
は
の
課
題
に
、
同
校
は

ぶ
つ
か
り
続
け
て
い
た
。
科
目
選
択
を
生
徒
に
委
ね
る

自
由
度
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

多
様
性
の
あ
る
学
び
を
保
障
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と
、
科
目
間
の
生
徒
数
の
ば
ら
つ
き
が
避
け
ら
れ
ず
、

年
度
に
よ
っ
て
は
数
人
し
か
集
ま
ら
な
い
科
目
も
あ

る
。
更
に
、
一
つ
の
授
業
に
進
学
希
望
者
と
就
職
希
望

者
が
混
在
す
る
た
め
、
指
導
が
難
し
い
。
そ
し
て
何
よ

り
も
、
楽
な
科
目
選
択
に
流
れ
る
生
徒
が
出
て
く
る
こ

と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
「
コ
ー
ス
制
を
敷
い
て
自
由
度
を
狭
め
る
こ
と
は

解
決
策
の
一
つ
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
で
は
本
来
目
指

し
て
い
た
理
念
と
は
離
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
」（
宮
脇
先
生
）

　
「
型
に
は
め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
道
を
選
べ

る
力
を
付
け
さ
せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
総
合
学
科
が

取
り
組
む
べ
き
命
題
だ
と
感
じ
た
の
で
す
」（
キ
ャ

リ
ア
教
育
部
主
任
・
財
津
恒
二
先
生
）

　

将
来
を
見
通
し
て
選
択
す
る
力
を
付
け
る
総
合
学
科

の
理
念
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
っ
た
。
柱

と
な
る
の
は
、２
０
０
３
年
度
に
導
入
し
た
「M

ikum
a 

PA
S System

（
以
下
、
パ
ス
シ
ス
テ
ム
）」（
P.

　
図
）

だ
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
軸
と
な
る
１
年
次
の
必
修
科
目

「
産
業
社
会
と
人
間
」、
２
、３
年
次
の
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
の
内
容
に
一
貫
性
を
持
た
せ
、
３
年
間
を

通
じ
て
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
育
む
体
制
を
構
築
し
た
。

　

パ
ス
シ
ス
テ
ム
で
は
、
各
年
次
を
〝First Stage

〞

〝Second Stage

〞〝Final Stage

〞
と
し
、
社
会
で

生
き
る
た
め
に
必
要
な
「
10
の
力
」
を
段
階
的
に
習
得

さ
せ
て
い
く
。

　

１
年
次
は
、
２
年
次
以
降
の
履
修
科
目
の
決
定
と
将

来
展
望
を
抱
か
せ
る
た
め
に
、「
調
べ
る
力
」「
ま
と
め

る
力
」「
発
表
す
る
力
」「
聞
く
力
」
の
４
つ
の
力
の
育

成
を
重
視
し
た
。
自
分
の
希
望
す
る
職
業
に
就
い
て
い

る
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
「
こ
の
人
に
学
ぶ
」
で

は
、
仕
事
内
容
や
や
り
が
い
、
そ
の
職
に
就
く
た
め
に

必
要
な
条
件
・
資
格
な
ど
を
、
職
場
訪
問
か
、
遠
方
な

ら
電
話
や
手
紙
で
聞
き
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。
対

象
と
な
る
職
種
は
、
警
察
官
や
介
護
士
、
税
理
士
、
フ

ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
、
レ
コ
ー
ド
会
社
の
社
員
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
、「
こ
の
人
に
学
ぶ
」
以
外
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
４
つ
の
力
の
育
成
を

図
る
。

　

２
、３
年
次
に
は
、
自
分
や
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
、

理
想
と
現
状
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
の
活
動
を
促

す
。
活
動
で
は
、
４
つ
の
力
を
発
展
さ
せ
た
「
発
見
す

る
力
」「
分
析
す
る
力
」「
判
断
す
る
力
」「
計
画
す
る
力
」

「
表
現
す
る
力
」「
行
動
す
る
力
」
の
６
つ
の
力
の
育
成

を
意
識
す
る
。
２
年
次
の
柱
と
な
る
活
動
は
、
夏
休
み

の
就
業
体
験
だ
。以
前
は
就
職
希
望
者
の
み
だ
っ
た
が
、

３
年
前
か
ら
２
年
生
全
員
を
対
象
と
し
た
。

　
「
以
前
、
進
学
希
望
者
は
同
時
期
に
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、『
自

分
は
こ
う
生
き
た
い
』『
こ
ん
な
仕
事
を
し
た
い
』

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
固
め
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

大
学
を
選
ぶ
の
が
本
来
の
順
序
で
す
。
そ
こ
で
、
ま

ず
は
社
会
に
出
た
自
分
を
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

た
め
、
進
学
希
望
者
に
も
就
業
体
験
を
実
施
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
」（
宮
脇
先
生
）

　

就
業
体
験
は
、
学
校
で
最
初
に
電
話
応
対
や
言
葉
遣

い
な
ど
最
低
限
の
マ
ナ
ー
を
学
び
、
そ
の
後
は
、
生
徒

が
自
分
で
体
験
し
た
い
職
場
を
探
し
、
電
話
で
交
渉
し

て
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
取
り
、
結
果
を
教
師
に
報
告

す
る
。
実
施
後
は
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
グ
ル
ー
プ

や
ク
ラ
ス
で
発
表
し
、
情
報
共
有
を
図
る
。

　
「
大
学
進
学
希
望
者
は
、
就
業
体
験
を
通
し
て
、

大
学
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
や
必
要
な
資
格
な
ど
の
情
報
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大
分
県
立
日
田
三
隈
高
校

宮
脇
和
孝
　M

iyaw
ak

i K
azu

tak
a

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
キ
ャ
リ
ア

教
育
部
総
合
学
科
企
画
推
進
課
主
任
。「
現
状
に
と
ど
ま

ら
ず
、
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
変
化
し
続
け
た
い
」

大
分
県
立
日
田
三
隈
高
校

村
山
雅
彦
　M

u
rayam

a M
asah

ik
o

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
キ
ャ
リ
ア

教
育
部
進
路
指
導
課
主
任
。「
気
持
ち
の
切
り
替
え
を
大

切
に
し
、
常
に
前
向
き
な
気
持
ち
で
い
た
い
」

大
分
県
立
日
田
三
隈
高
校

財
津
恒
二
　Z

aitsu
 K

o
ji

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
キ
ャ
リ
ア

教
育
部
主
任
。「
豊
か
で
情
報
の
多
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
で
考
え
ら
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

大
分
県
立
日
田
三
隈
高
校
校
長

髙
木
啓
次
　T

ak
ag

i K
eiji

教
職
歴
32
年
。同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
教
育
は『
人
』

が
大
事
。
教
師
が
意
欲
を
持
っ
て
働
け
る
職
場
に
し
た

い
」

「
１０
の
力
」
を
育
成
す
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
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３年次 「総合的な学習の時間」Final Stage

２年次 「総合的な学習の時間」Second Stage

１年次 「産業社会と人間」First Stage
◎自己の適性と職業の特性を学ぶ
◎進路目標を設定し、２・３年次の教科・科目を選択する

◎オープンキャンパス
◎校外模試成績分析と対策検討
◎入試情報の取得

◎進路目標の確認
◎希望職種の選定
◎検定・資格等の取得

進学希望者 就職希望者

自己理解の深化に努める
自己の概念の確立を図る

●

●
自己理解の深化

進路理解

夏の活動

プレPAS Final

職業・学校研究
評定平均値計算

●

●

職場における就業体験
上級学校における授業体験

●

●

３年次「PAS Final」の予備調査●

◎推薦入試・一般入試対策
◎上級検定・資格等の取得
◎学力伸長

◎就職情報の収集
◎就職模試等での学力伸長
◎検定・資格等の取得

進学希望者 就職希望者

設定したテーマに従って、調査・研究・
発表
「PAS Final報告集」及び「卒業論文」
提出

●

●
PAS Final

●進路学習　●職場見学・上級学校見学
●キャリアプラン・ライフプラン　●「この人に学ぶ」
●「２年生に学ぶ」　●「３年生に学ぶ」　●「卒業生に学ぶ」　
●時間割作成　●外部講師講演　　　　

調 べ る力
まとめる力
発表する力
聞 く 力

●

●

●

●

発見する力

分析する力

判断する力

計画する力

表現する力

行動する力

●

●

●

●

●

●

生きる力

進路達成

「30 歳のレポート」

4つの力

6つの力

図 「Mikuma PAS System」の取り組みと付けたい力　　

＊学校資料を基に編集部で作成

大分県立　日田三隈高校大分指導変革の

を
得
て
、
進
学
へ
の
意
欲
を
高
め
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
就
職
希
望
の
生
徒
の
中
に
も
、
大
学
卒

業
者
と
の
立
場
の
違
い
を
目
の
当
た
り
に
し
、
進
路

を
考
え
直
す
者
が
出
て
く
る
な
ど
、
双
方
に
刺
激
的

な
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
宮
脇
先
生
）

　

３
年
次
で
は
、「PA
S Final

報
告
書
」
と
「
卒
業

論
文
」
の
完
成
を
目
指
し
、
生
徒
約
10
人
に
つ
き
教
師

１
人
が
担
当
し
、
ゼ
ミ
形
式
で
調
査
や
研
究
を
行
う
。

生
徒
が
個
々
に
決
め
る
テ
ー
マ
は
、
医
療
や
心
理
、
経

済
、
服
飾
、
美
容
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い
。
論
理
的

な
文
章
構
成
を
重
視
す
る
と
共
に
、
１
人
３
回
は
グ
ル

ー
プ
や
学
年
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験

し
、
発
表
す
る
力
を
育
て
る
。

　

３
年
間
を
通
じ
て
「
４
つ
の
力
」
と
「
６
つ
の
力
」、

合
計
「
10
の
力
」
を
身
に
付
け
る
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

生
徒
は
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
の
か
。
保
育
士
を

目
指
し
て
進
学
し
た
あ
る
生
徒
は
、
１
年
次
の
「
こ
の

人
に
学
ぶ
」
で
保
育
士
に
話
を
聞
き
、
２
年
次
の
就
業

体
験
で
は
保
育
所
を
訪
問
。
将
来
の
目
標
を
保
育
士

に
据
え
る
と
、「
今
の
自
分
に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
絵
本
を
自
作
し
て
保
育
所
で

読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
。
３
年
次
の

論
文
作
成
で
は
、
そ
の
過
程
を
ま
と
め
て
発
表
し
た
。

進
路
指
導
課
主
任
の
村
山
雅
彦
先
生
は
、
そ
の
生
徒
の

成
長
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「『
選
択
す
る
力
』
を
養
い
、
そ
れ
が
社
会
に
求
め

ら
れ
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
の
だ
と
、
改
め
て

生
徒
に
教
え
ら
れ
た
思
い
が
し
ま
し
た
」

　

総
合
学
科
の
理
念
に
忠
実
な
教
育
を
実
践
し
て
き
た

同
校
だ
が
、
07
年
度
に
定
員
割
れ
と
な
り
、
方
向
性
の

再
考
を
迫
ら
れ
た
。そ
の
一
つ
は
進
路
指
導
の
弱
さ
だ
。

同
校
の
卒
業
生
は
、
６
割
が
進
学
、
４
割
が
就
職
す
る
。

例
年
、
就
職
希
望
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
内
定
を
得
ら
れ
る

半
面
、「
進
学
希
望
の
生
徒
の
力
を
伸
ば
し
き
れ
て
い

な
い
」と
い
う
思
い
を
抱
く
教
師
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
「
総
合
学
科
の
柱
と
な
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実

さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
そ
の
希
望
を
実
現
さ

せ
る
た
め
の
進
路
指
導
は
体
系
立
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
保
護
者
か
ら
『
も
っ
と
良
い
大
学
に
行
か
せ

た
い
』と
い
っ
た
進
路
保
障
を
求
め
る
声
が
挙
が
り
、

弱
点
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
」（
財
津
先
生
）

　

定
員
割
れ
の
裏
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
が
見

え
に
く
い
と
い
う
要
因
も
あ
っ
た
。

　
「
我
々
が
行
う
教
育
の
成
果
は
、
卒
業
か
ら
10
年
、

20
年
経
っ
て
本
人
が
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る

か
ど
う
か
に
あ
り
ま
す
。
本
来
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
も

初
め
て
の
定
員
割
れ
を
経
験
し

露
呈
し
た
進
路
指
導
の
弱
さ
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３年次 「総合的な学習の時間」Final Stage

２年次 「総合的な学習の時間」Second Stage

１年次 「産業社会と人間」First Stage
◎自己の適性と職業の特性を学ぶ
◎進路目標を設定し、２・３年次の教科・科目を選択する

◎オープンキャンパス
◎校外模試成績分析と対策検討
◎入試情報の取得

◎進路目標の確認
◎希望職種の選定
◎検定・資格等の取得

進学希望者 就職希望者

自己理解の深化に努める
自己の概念の確立を図る

●

●
自己理解の深化

進路理解

夏の活動

プレPAS Final

職業・学校研究
評定平均値計算

●

●

職場における就業体験
上級学校における授業体験

●

●

３年次「PAS Final」の予備調査●

◎推薦入試・一般入試対策
◎上級検定・資格等の取得
◎学力伸長

◎就職情報の収集
◎就職模試等での学力伸長
◎検定・資格等の取得

進学希望者 就職希望者

設定したテーマに従って、調査・研究・
発表
「PAS Final報告集」及び「卒業論文」
提出

●

●
PAS Final

●進路学習　●職場見学・上級学校見学
●キャリアプラン・ライフプラン　●「この人に学ぶ」
●「２年生に学ぶ」　●「３年生に学ぶ」　●「卒業生に学ぶ」　
●時間割作成　●外部講師講演　　　　

調 べ る力
まとめる力
発表する力
聞 く 力

●

●

●

●

発見する力

分析する力

判断する力

計画する力

表現する力

行動する力

●

●

●

●

●

●

生きる力

進路達成

「30 歳のレポート」

4つの力

6つの力

図 「Mikuma PAS System」の取り組みと付けたい力　　

＊学校資料を基に編集部で作成

今回のテーマに関連する過去の記事はBenesse教育研究開発センターのウェブサイトでご覧いただけます。
２００９年６月号指導変革の軌跡「鳥取県立倉吉西高校」など
　　http: //benesse.jp/berd/　→　HOME　＞　情報誌ライブラリ（高校向け）

大分県立　日田三隈高校指導変革の

進
路
指
導
も
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
は
ず
で
す
。
し

か
し
、
目
の
前
の
具
体
的
な
進
路
実
現
に
つ
な
げ
る

手
立
て
は
示
せ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

『
総
合
学
科
は
何
を
学
ぶ
の
か
分
か
ら
な
い
』
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
の
で
す
」（
髙
木
校
長
）

　

課
題
解
決
に
向
け
た
突
破
口
と
し
て
、
10
年
度
、
14

あ
っ
た
校
務
分
掌
を
４
つ
に
ス
リ
ム
化
し
た
。
今
後
の

方
向
性
を
よ
く
表
し
て
い
る
分
掌
が
、「
キ
ャ
リ
ア
教

育
部
」と「
地
域
協
育
部
」だ
。「
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
」は
、

従
来
の
総
合
学
科
企
画
推
進
部
と
進
路
指
導
部
を
包
括

す
る
分
掌
と
し
て
生
ま
れ
た
。
最
大
の
狙
い
は
、
個
々

に
展
開
し
て
い
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
進
路
指
導
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
だ
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
培
っ
た
生

徒
の
力
を
い
か
に
進
路
実
現
に
つ
な
げ
る
か
と
い
う

模
索
は
、
本
校
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
の
総
合
学

科
の
在
り
方
を
追
求
す
る
重
要
な
鍵
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
今
は
試
行
錯
誤
の
段
階
で
す
が
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
と
進
路
指
導
が
両
輪
と
し
て
互
い
に
刺
激
し
合

う
関
係
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
」（
財
津
先
生
）

　
「
進
路
指
導
に
つ
い
て
の
蓄
積
が
少
な
い
中
、
１

人
で
悩
む
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
３
人

の
主
任
の
協
同
体
制
と
な
る
の
で
、
課
題
を
抱
え
込

ま
ず
、
個
々
の
経
験
や
情
報
を
共
有
で
き
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
分
掌
が
ば
ら
ば
ら
に
動
い
て
い
た
も
の
を

連
動
さ
せ
、『
ど
う
す
れ
ば
生
徒
の
た
め
に
な
る
か
』

と
い
う
視
点
を
軸
に
、
よ
り
よ
い
体
制
を
築
き
た
い

と
思
い
ま
す
」（
村
山
先
生
）

　

一
方
、「
地
域
協
育
部
」
は
、
部
活
動
な
ど
を
担
当

す
る
特
別
活
動
課
、
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
窓
口
な
ど
を
務

め
る
総
務
課
が
統
合
し
て
誕
生
し
た
。

　
「
例
年
、
就
職
す
る
生
徒
の
半
数
は
地
元
企
業
に

就
職
し
て
い
ま
す
。
高
校
で
ど
の
よ
う
な
力
を
養
っ

て
い
る
か
を
地
域
に
伝
え
る
こ
と
は
、
総
合
学
科
で

あ
る
本
校
の
大
き
な
命
題
で
し
た
」（
宮
脇
先
生
）

　

そ
こ
で
、
地
域
と
協
力
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
「
協

育
」
活
動
を
強
化
し
て
、
更
に
結
び
付
き
を
深
め
る
方

針
を
打
ち
立
て
た
。
現
在
、「
地
域
協
育
部
」
を
中
心

に
生
徒
が
市
内
の
商
店
街
に
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
常
設

す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
同
校
の
教
育
を
理
解
し
て

も
ら
う
機
会
に
す
る
と
共
に
、
地
域
の
商
店
街
の
活
力

に
も
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

　

更
に
髙
木
校
長
は
09
年
度
、地
元
の
中
学
校
を
訪
れ
、

自
校
の
教
育
内
容
を
説
明
し
て
回
っ
た
。
髙
木
校
長
は

そ
の
効
果
を
早
く
も
実
感
し
て
い
る
と
話
す
。

　
「
10
年
度
の
生
徒
募
集
は
順
調
で
、
目
的
意
識
や

意
欲
が
高
い
生
徒
が
本
校
を
志
望
し
て
く
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
今
後
も
情
報
を
発
信
し
続
け
、
地
域

か
ら
の
期
待
感
や
信
頼
感
を
高
め
て
い
き
ま
す
」

　

授
業
改
善
も
進
行
中
だ
。
こ
れ
ま
で
、
４
つ
の
力
は

「
産
業
社
会
と
人
間
」、
６
つ
の
力
は
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
の
み
で
育
成
し
て
き
た
が
、
果
た
し
て
そ
れ

で
十
分
に
力
を
付
け
切
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が

出
て
き
た
。
髙
木
校
長
は
、
10
年
度
最
初
の
職
員
会
議

で
全
教
師
に
対
し
、「
す
べ
て
の
学
校
活
動
で
『
10
の

力
』
を
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
模
索
し
て
ほ
し
い
」
と
求

め
た
。
10
年
度
か
ら
は
、
日
々
の
授
業
の
中
で
も
「
10

の
力
」
を
付
け
る
工
夫
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

総
合
学
科
に
改
編
し
て
か
ら
15
年
が
経
ち
、
10
年
度

に
は
総
合
学
科
１
期
生
が
30
歳
を
迎
え
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
の
教
育
を
振
り
返
り
、
成
果
と
課
題
を
探
る

た
め
、「
30
歳
の
レ
ポ
ー
ト
」
を
実
施
す
る
。
す
べ
て

の
１
期
生
に
、
レ
ポ
ー
ト
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
を
依

頼
す
る
と
い
う
試
み
だ
。
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ
は
自
由

だ
が
、「『
産
業
社
会
と
人
間
』
を
振
り
返
っ
て
」「
職

業
人
と
し
て
生
き
る
」「
現
役
高
校
生
に
贈
る
言
葉
」

な
ど
を
例
示
し
て
お
り
、
総
合
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
キ
ャ
リ
ア
観
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
い
考
え
を
募
る
。

「
30
歳
の
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
次
年
度
以
降
も
継
続
し
、

総
合
学
科
の
生
徒
へ
の
「
最
終
課
題
」
と
す
る
。

　
「
短
期
的
な
成
果
だ
け
で
な
く
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
を
長
期
的
に
見
た
上
で
、
総
合
学
科
の
教
育
成
果

を
確
か
め
た
い
の
で
す
。
レ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
、
良

か
っ
た
点
、改
善
す
べ
き
点
を
洗
い
出
し
て
総
括
し
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
足
掛
か
り
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
髙
木
校
長
）

校
内
分
掌
を
大
幅
に
改
編
し

進
路
指
導
や
地
域
連
携
を
強
化

１
期
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
集
め

１５
年
間
の
教
育
を
総
括
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http://benesse.jp/berd/center/open/kou/view21/2009/06/04shido_01.html



